
第４章 計画の推進 
 
１ 計画の推進体制 

 

中川村の美しく豊かな自然環境を保全・育成していくためには、村民、事業者、行政がそ

れぞれの環境に対する責任を自覚し、役割に応じて取組を進めることが必要です。日常生活

や事業活動をはじめ、あらゆる活動において環境保全と育成に向けた行動にそれぞれの立場

で取り組むとともに、相互に連携・協力しながらそれぞれの役割と責任を果たすことでこの

計画の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者の役割 

環境保全を視野に入れた事業活動 

環境保全のための自主的な取組みの実践 

行政・村民の環境に関する取組みへの協力 

産業廃棄物の適正処理 

包装の簡素化、マイバック運動の推進 

生ごみの資源化、リサイクル法の遵守 

環境認証制度※1の取得 

環境マネジメントシステム※2の導入 

   グリーン購入※3の促進 

        エネルギー対策への取組 

   各種規制の遵守・徹底 

 環境美化・保全活動への参加 

環境学習への取組 

 

行政（村）の役割 

環境保全施策の仕組み整備と事業展開 

村民・事業者の取り組みへの支援 
国、県、近隣市町村との連携 

廃棄物処理体制の充実 

自然を活かした村づくり 

自然環境の保全・育成・監視 

環境学習・教育推進、環境保全の普及・啓発 

環境保全・保護グループの育成と人材発掘 

各種環境施策の推進、調査・指導等 

 

村民の役割 
できることから自主的に実践 
地域の環境保全活動への積極的な参加 
行政等が推進する環境施策や事業への協力 

ライフスタイルの見直し 
ごみの発生抑制・再使用・再資源化 

ごみの分別収集の徹底、生ごみの堆肥化 

環境に優しい商品・製品等の購入 

マイバック運動への取組 

保健部組織の活動推進・強化 

不法投棄防止・監視、野焼きの禁止 

環境美化・保全活動への参加           

環境学習への参加・取組 
協 働   

24



 ２ 計画の進行管理 

環境基本計画を推進し、実効性のあるものとするため計画の進行状況を点検・評

価して継続的な改善を図っていきます。そのためには、ＰＤＣＡサイクル（①計画 

Plan ②実行 Do ③点検･評価 Check ④見直し Action）による進行管理を目指し

ます。 

実務的には、実施状況について取りまとめ、点検・評価し、意見聴取します。そ

して村民や事業者などからも必要に応じ意見聴取することで、改善、見直しを検討

していきます。 

 

PDCAサイクル 

 

Plan(計画)            Do(実施) 

 

               Action(改善)      Check(評価) 

 

 

また、環境基本計画が対象としている内容が幅広いため、村民や事業者との連携

や、国や県、関係機関・自治体などとの協力体制の推進が求められます。計画を推

進する中で、これらの課題についても取り組んでいきます。 

 
 
 

〔用語解説〕 

※１ 環境認証制度：企業等が自主的に行う環境配慮について、第三者機関が認証することにより、

対外的に環境にやさしい企業や製品等をＰＲする仕組みのこと 

 

※２ 環境マネジメントシステム：ＥＭＳ（Environmental management System）ともいわれ、企業

や団体等の組織や事業者が、その運営や経営の中で自主的に環境保全に関する取組を進めるに

あたり、環境に関する方針や目標を自ら設定し、その達成に向けた取組を実施するための工場

や事業所内の体制・手続き等の仕組みのことをいう。環境省が策定した「エコアクション 21」

や国際規格の「ISO14001」がある。他にも地方自治体、ＮＰＯや中間法人等が策定したものも

あり、全国規模のものには「エコステージ」「ＫＥＳ」「環境マネジメントシステム・スタン

ダード」がある。 

 

※３ グリーン購入：（P.14 参照） 
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